


側 グマNo.40 目 次
、

ソ

r･･･..、~....．'.｡･･･..、．'....．'.｡･･･..、．'....．'.｡･･･..、~..．.．"~･･･..、-....．"~･･･..、-....．"~･･･..、．．...．．"..･･･..、-....．~..･･･..、-....．~~････.、-....．"~････.、-....．"~．.･･.、-....．'~．.･･･、-....．‐~．.･･.、-....．参.....．.
｡

●

〃
p

ゆ

’

〈岩田雅隆のNASAレポート> :○

句

■

! NASAでスペースシャトルを見る………………………' #
b ｡

； チャレンジャーの打上げに感激．新しい段階に入った宇宙開発 ；
｡

②

●

NASAと宇宙開発計画………………･…･………………2 (
●

■

'

L
◆

◆

●

｡

， 0

； マーシャル飛行センター…….………………….….……3 i
L ＄
● ●

● ●

ケネディ宇宙センターー…．．…………………………･……5 》
●

｡

■

、

0

｡

〃●

＃ ラングレー研究センター…………………………………7 ；
0 ：

の

《 スミソニアン博物館…･…･……･…･…………………．．…9 《
● ①

● ●

｡

、C

l ロッキード・ミサイル＆スペース社…………･……………10 ;
夕 Q

； エームズ研究センター…………………..……………….,， ；
： ％
｡

｡

●

スペースシャトルとねじ…･……………………･………･12 ；
●

〃

6
｡

●

■

《 》

＃ 新段階に入った宇宙開発…………………………………'4 :
● ｡

● ●

●

〈宇宙こぼれ話＞宇宙のゴミ掃除とコンピューター…･………………･15 』
町

、
〃
●

●

｡

●

〃p

' 8
0 ．

《 くドイツ博> i

＃ ドイツ中心で開発製造されたスペースラブを展示………………'6 ：
｡ 申

● ■

■ ｡

t､....､.,.....,.｡.....､-.....,-...,.,.,....".､.....､".....".､.....､-.....,.,.....,.,.....,.......､.,.....,-.....,-.....,.,.....､-.....".......､_...”.,-.....､-.....,.......,.......,-...,.,.,.....,.,...,.､-....‘,.､.....､.,.....,.､.....､、

〉

誌名<シグマ＞の由来

<シグマ＞はギリシャ語のアルファベット第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、Zは微棺

分では総体の和を表わす記号ともなってお'）ます･

そこで、 l) 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえます。そして2）私たちは、総体（ トータル)で

ものをみ、伝票て､は買えないものをサービスして、

総体のコスト（トータルコスト）を下げることに協力

します。このためには、 3） 「ねじ」を供給する私たち

と、それを使用される皆さんとの間に、密接な和を

必要とします。こうした私たちの3つの願いをこめ

て名づけられたのかくシグマ＞です。

刀

<シグマ>40号昭和59年711 1 日発行

編集発行岩田ボールトエ業㈱社長室
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れからそれへとj也想かつつ､いていく。そんな状態

で頚の中はあれこれと轆理しきオLないままですが

私なりに印象や感想をまとめてみました。ささや

かて樅拙な私の体験したNASAレポートです。

、ノニー協力会社海外視察団の一貝として蒋輩

ながら参"llさせて蚊き，期待に胸ふくらませな

がら成HI空港を出発したのは4H1日ですが，

それから15日に蹄田するまでの2週間。 まず，

4)j2IIの､ノニー・サンテ←イエゴ12場の兄学を

皮切りに, 4Hには束に飛んでアラノくマJ||､|′、ン

､ソヒ､ルのマーシャル字'由飛行センター, 6 1Iに

はフロリダリ‘|､|ケープカナベラルのイj名なケネテ

ィ ′j-&宙センターを自力れ， ここでチャレンジャー

号の打上げに感激。 9日にはバージニアJ||､|′、ン

フ‘ トンのラングレー研究センター, ¥10Uには

iフンン ｜、ンに唯んで､[LI立牛宙航空博物館（通称

スミ 、ノニアン博物館） を､見学。 12日には西に引

き返してサンフランシスコ郊外のロッキード・

ミサイル＆ス･ヘミース社工場を兇学， そして翌13

日には|可じくサンフランシスコ郊外に近いエー

ムズ､州究センターを訪問と， スケジュールに追

われながらも宇耐開発に関する主な施鐘をめ〈・

り歩き， 出発前より多少はスペースシャトル通

になって帰任Iしたわけです。

この2週間にわたるNASA兇'7:を通じて蚊も

N

ｼﾔﾄﾙを見る
（

鑛

唾篭
静

レンジャーの打上げに感激

い段階に入った宇宙開発

ヤ
し
蕊
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ブ

岩出雅降のNASAレポート

蕊一 2■ー■ー■'一■ー■ー■‐■ｰ■－F‐■画空XⅨ珂珂洞

、ノニー㈱中渋博行部長を団長とする第11回､ノ

ニー協力会社抑外祝祭日1の－行40名は, 4月1

日から15日まで2週間にわたり，米同NASAの

各施設を兇学して， スペースシャトルによる牛：

1il,開発の実状にふれて帰国しました。 この祝察

旅ｲ丁にイワタボルトから岩田稚|端を参加させて

蚊きましたか，以下はその報告です。

NASAを訪ねてスペースシャトルの打上げを

兄， アメリカの字'lii開発の'実態にふれる， とい

う忠‐ってもみなか＝ﾉた機会に忠まれ， 兇るもの

聞くものすべてに圧倒的な印象をうけながら2

週間にわたる兇学旅行を終え‐て約2ヵ月。当時

の｣恂欝の余波か未だに皿の片すみや体のどこか

に残っていて， 多忙な日々を送る間にもふとｲﾛI

かの機会に'そオLらか生々しく蘇ってくると， そ

（
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!NASAと宇宙開発計画
ン， ケネティなと、の'i:'liiセンターで､す。

NASA発足以来アメリカの'i-:uil荊発,汁画は，

､ノ連との開発競争を背蛾に車半的色彩をも加味

しながら芯､迷なテンポで進められ， 人工衛星に

よる宇宙の科学調企からイ]~人宇'Lif唯行， さらに

1969年のアポロ11号による人知初の川旧i着陸，

宇耐実験室の構想を盛りこんだスカイラブ計I由I,

そして，今日ではおよそ考えられないような，

米ソ共同プロジェクトによるアポロ／､ノューズ

のドッキンク、をへて， 1972年以降いよいよ宇宙

輸送システム(STS)と称するスペースシャト

ル開発へと移行します。 この間の経過について

は，到底私なと．の筆に余るようなドラマチ､ソク

なものがあるようです。

スペースシャトルは， 1920年代から始まった

アメリカの宇宙開発技術の集大成といわれます

が， 技術的にはNI能となっても雄大”難点は雁

大な資金を要することだったといわれます。

元々宇宙開発に伴う泣き所は，打Lげに使月j

するロケットなど高度な技術を集約した高価な

道具が使い捨てになることで， 当然反樫使用で

きる道具を開発すべきだという意見が以前から

あ-つたのですか， スペースシャトルで､もその点

が最大の課題だったようです。折からベトナム

戦争の影響で宇宙開発予算が大'陥削伽ikを余儀な

スペースシャトルは

アメリカの宇宙開発技術の集大成

辞

誇嬬や税 写･

鍵

罷中榊屯転尋ざ? 凸 毎F揺無

雷か和為*

･…錨稗

諜今ﾕﾆﾆｰ迂苗

蒸

…

NASA(NationalAeronauticsandSpace

Administration)は日本では宇伽航空局と称さ

ｵLますか， 日本語の宇宙航空局のイメージから

浮ぶような，宇宙航空に関する儲督ｲ了政機関と

は全く異なります。強いていうと，彪大な予算

と管理体制に支えられ強力な権限をもった宇宙

・航空に関する綜合的な研究・開発とその実施

に関する機関とでもいいましょうか。ワシント

ンに本部があり，施設として私たちか訪問した

以外に， ジョンソン字'由センター， ドライテン

飛行センター， ゴタ．－ド宇宙航空センター， ジ

ェット推進研究所， ルイス研究センター， ワロ

ッフ・ス飛ｲ丁センター， 国立宇宙研究センターを

擁し，総人員約2ノJ'斜という。その歴史は連

1920年のNACA(国立航空諮問委貝会）に遡i) ,

戦前戦後のいろいろな変遷をへて1958年，宇宙

開発の綜合的一元化を目的に制定された宇宙航

空法によって, NACAか廃止され代って生まれ

たのがNASAです。そして現在の諸施設のうち，

NASA本米の目的に沿って敷地を選定し，基礎

から設計，建設されたのが．．ダード， ジョン､ノ

）

☆到着L1I々にまず， カリフォルニア州サンティエゴにある､ノニー・

サンデイエコ，］場を訪ねる。 11ﾔ潔な兀場て従業j1 1,500名を擁し

カラ テレビを地産している．すっかり現地に根づいている蕗ち

つきと''11‘;のほどか感じられる．一行40編記念撤影”

強く印象づけられたことは，平凡なようですがや

はり何といってもNASAの宇宙開発フ･ロジェク

トが私などが想像する以上にそα)スケールか. lil:

(けた）外れに>||大なこと，それを支えるものが科

学のあらゆる分野の最先端の理論と技術，更には

人材を結集し綜合したものであり，それらを運営

する組織や管理体制がきわめて細心かつ桔密なも

のであることです。幾つかの施設をひと通り訪ね

歩いただけで，それか斡々（ひしひし）と感ぜられ

ました。そしてこれらが，すでに宇宙基地や宇宙

都市， スペース・コロニーの建設の具体化へとつ

ながっており，地球を離れた宇宙空間における人

類の未来世界という夢の実現へとつながっていく

と思うと,何か身震いするような感激を覚えました。

）
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くされたこともあって， それがスハこ－スシャト

ル火現に大きく II/tちはだか=フたわけで､す。 こう

して艇たびか楡1吋や実瞼を砿ぬた結果，雄終的

に決定されたのか現ｲi者のタイうめスヘヘースンャ

I、 ノしで､-す‐

耐開発も新しい段階を迎えた感があります。

前おきか艇〈なl)ましたか，以下見学した各

施設をlllIIを追一,て報iffします。

マ･一シャル飛行センター ‐ ‐ -‐

宇宙での

各種の実験や観測に貴重な役割
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（ スペースシャトルは， 本体のオービタ （字'lil.

船又は'軌適舳）の外に， シャトルか地球の孟力

から脱出するための2）11ざのIIIfl体燃料ロケ､ソ トフﾞ

－－スター， それとオービタのメーンエンジンに

使川する燃料を1!j:戯する外部燃料タンクから桃

成されますが， この中で使い播てきれるのは外

部タンクだけで， オービタは100回の再使用、

ブ－スターは少なくとも201口Iの再使用というこ

とになっています。

こうしていろんないきさつをへて、 スペーース

シャトル輔1号として， 1981年41112日コロン

ビアがケネテ､ ィ 4jzWセンターから打ちあげらオL

て､ NASAのSTS汁曲iか群iまりました。今H

までコロンビアか6111, チャレンジャーか5皿

ｲIちLげられ，年内にテ．イスカバリーを含めあ

と6Mの打ちLげが予定されています。そして．

これまでの唯ｲ丁によって、 ,j-里宙と地 |を何'口lも

iiﾐ復する新しいjj:宙舳の実用'|'唯か確かめられた

上に、 命糸|iI1なしの字'li l.遊i水，故障衛単の|Ⅲl収修

蝿に成功するなとゞ、 スベースシャ|､ルによる'十：
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411411, まずアラバマj' |､|ハン､ソビルにある

マーシャル唯ｲ丁センターを訪れる。 し“‘ドスト

ーン陸軍造兵廠の一廓をしめるが．一廓といっ

ても736ヘクタールの嘩さです。ここは，対独

戦終]=後， いち L11･〈迎えた~フォン ・う．ラウン博

上らドイ、ソ技術陣一行の手で，サターン}f'!口ケ

シ ｜､の|荊発かｲj-われた所で， このサターンロケ

"， 卜かその後アポロ,汁曲Iや大陸間抑導ミサイル

に人きな役割を采すオフけです．そのアポロ計l'l'i

のアポロ15で初めて爺場してｵ〕れｵﾌれを誇るか

したルナ・ローバ( II IRi Lli) を開発したのもこ

のセンターです。現ｲlfは, 'i:1i,.の実,嶮宗といわ

れるスベースラブの外，商エネルギー尺体観i11|）

に大きな役削を果すスペース・ﾃﾚｽｺｰﾌ，

'i:南における衆付加工やエネルギー関連の研究

で大きな役割を果しています。

センター内には今まで開発されたロケットの

+M'!, アポロ川計画後に進められた「宇宙実,験

蝋
巌

ゞ＃

鱗跨 擁

棚｜ （

ま」のスカイラブ． （1973年から74年にかけ無人

1回， イ『人31口lか打 1げられた）の外， スペー

スシャトルに紙みこむ実験宗のスベースラブ，

スペースシャトルを構成するオービタ （宇宙船）

とI占1体燃料ロケ"′ I､ブ､一スタ， ’す:宙飛行士の訓

3
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るのもそめためです。

スベースラブの描辿は気密モジューールと‘芙験

装概を搭,戦するハレ、ソ トで， 女(密モジュールは

作莱宗と'だ験案に分けられ，写興のように何れ

も[向傑4．1メ ト ノし, t之さ2.7メ トルの｢1IM}f3

をしています。作業案の片ﾉJ'の端にはスベース

ンャ｜、ル本体に| ' |甘1に従末できるよう ｜、ンネル

がついています。

こうした椛造のスハこ－スラブ．1号-に昨年4人

の宇宙飛ｲr l身の外2人の'芋臂が束りこみ， 尺体

物蝿'72， 生命科学，材料工学なと．5分りfにまた

がる実‘験をｲ丁い， 日本発案の人工オーロラ実験

も行われたわけです。仙しこの人Iユオーロラ実

験は， 〈シグマ>N()39でもお伝えしたように, 1Wj

電粒f加速器に偶々まぎれこんだ3ミリの真中

十､ソ トが加速器のヒューズを飛ばしたため， オ

ーロラか発射されず失敗に終っています。そん

なことか頭にあった放で，展示されている気密

モジュールを見てもいささか盛無量なるものが

ありました。

いろいろﾀ1 1当苫の話を聞いたり． センター内

を見て辿って， とにもかくにもそのスケールの

とてつもない大きさには麓ろきましたか．，単に

スケールが大きいだけではなく ， この中で， こ

オLまたとてつもない精密で神経の張りつめるよ

）

’

1

｜

’
'工…唾22 尋'工…唾22 尋

系興からスヘスシャト ！しめ構造や打ち上げについてグ),塊lIlを-ﾉ

ﾅｲ→ンタ 内銅腱,脈を兇て泗る・別棟に'↑:'卜i1. 1崎]､ ｜ ざ‘刀, il練棟かあ

りいろんな1ﾖ|練施!没かおいてあ＝』たか． とくに1t物宗にあたるヘ

イロード ・ベイにおける作紫lill繩はスヘースンャト !しには欠かせない。

4『111年11 1 1 ．コロンビアに破みこまれて打ち1げらオLた「'i2宙を7|§ぶ

’実験宗｣ ズヘースラブ')作業室にあたるモジニ1－ルか腱'jくされて

いた．欧,I ､I ’子:'1i1.機関の開発制作によるもグ)で終｣'後,契約に従って

NASAの'i斤属になった、 このセンタ はスベーースラブ｢; '111{Iの! ' '』L

騨鶴鍵騨鶴鍵

；；

碑装置などが腱,｣くされていました。

この中で、についたのはスベースラブ､で，昨

年11月末に初めてコロンビアに積みこまれて打

上げられたのは御承知の通りです。 スベースラ

ブは欧J,|､|字'1W機関(ESA)か10億ドルをかけて

開発した宇宙実‘験幸で､， ESAが設計，開発，製

造， テストを行い, NASAに出来上ったスペー

スラブを提供, NASAがその唯ｲ｣贄操作を行う形

をとっていますが, NASAでの計画責任肴はこ

のマーシャル飛ｲjセンターとなっているのです。

そしてこのスベースラブ本体は打上げ､か-終ると，

NASAの所属になるという仕組みで,ESA開発

のスペースラフ､がこのセンターで､腱〉】くさオLてぃ

）

うな作業が行われているのを考えると，

だ圧倒される思いでした．

ただた

１
万
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,ケネディ宇宙センター -- --- -- -- -- ‐

チャレンジャーの打上げを目撃

壮大な宇宙開発の一大拠点

4jj6H,今度の視察旅行最大のお目あての

一つ， ケネテ．ィ宇宙センターを占方れる。フロリ

ダリ‘|､|ケープ"カナベラルの近郊56,000ヘクタール

の中, NASA所属は33,000ヘクタール。ケープ

カナベラル空軍ステーションに隣接し， 2難の

発射台とロケット組立施設を含むコンブ・し‘ソク

ス39は．数々の人工衛星やスペースシャトルの

打上げで有名で， とくにスペースシャトルは81

年4月のコロンビアの処女飛行以来すべてここ

から打ち上げられることになっています。 また

ここにはシャトル着陸用に全長5キロに及ぶ滑

走路が新設され， この2月，チャレンジャーが

初の着陸を試みました。それまではケネテ．ィ宇

宙センターで打上げ， カリフォルニア州のエド

ワード空車基地に着陸， それをまたシ：ヤンボ機

の背中にのせてここまで運んできたわけです。

この特別滑走路と共に， スペースシャトルのオ

ービタ （宇宙船）処理施設も新設されておりま

一一四一一u一一吋一⑫一心一一一一一一

NASAレポー｝

できました。発射台から4マイル離れた)りfから

ですか， 米阿東部時間で午前8時58分きっかり

'王:一つない快H占め中を， チャレンジャーかすさ

まじいごう宵とともに''1煙をあげせん光をひき

ずりなか､ら, 1'j:空を突きぬけるように畦l.して

いく光環は． 未だに||良に焼きついています。恐

らく一生忘れることのない､ ii'iえ去ることのな

い感激の一瞬でした。

スヘースンャI、ルとしては111口1円， チャレン

ンャーとしては5 1['｣目の打上げですか， その主

要なｲ｢務は， 1980年に打ち’-.げ､られ宇宙空間で

故障しているアメリカの太陽括動観測衛九1ソー

ラー・マキシマムを[口1収，修理して再び軌道に

投入するしいう画期的なものでした｡ これは科一

学7|造行tの一人か命糸'1なしの宇宙遊泳で衛離に

たとゞ I）ついてその'口l転を1tめ， もう －人の科学

ﾙﾓ行tかチャレンジャーから長さ15メートルの

遠隔操作アームでその衛堅をとらえて。 シャト

ルの荷物宗へl1 1 1収。そこで姿勢制御装概のヒュ

ーズやコロナ観汕l装概の部I袖を取りかえる。宇

宙服”大きな手袋をつけたまま， 小さなドライ

バーを使って何-| ･本ものボルトを外した') ， ハ

サミを使って糸Ⅲかい配線をI向したりという大変

厄介な作業です。 ここでうまくいけば， アーム

を使って術jil_を再び軌道に投入，修琿できない

（

P凸』 b

』哩芋出野坤

☆4 116 1 1 , ケネディ 'j ：'|関.センターを!訪れて､チャレンジ弐一の打トげ
を1 1 『嬢。 ’| :前8時58分きっかり，ぬけるような』丁''稗の中を． ｵさ
まい、二.う汗とともに|"l側をあげせん光をｿ|きず＝ﾉてﾋｻｲする様
に,1J‘をのむ。 スヘースシャト ノしとしてl11 ilI I lのｲ｣~ち上げで､ある‐

場合は地｝茎に持ち,帰る，大体こんな手順だった

ようです。

その後の絲過はすでに御承知の通りで，宇宙

遊i水による回収に失敗の後， ロボソ トアームに

よる[口1収と衛鼎_の修理に成功，機能を回復した

ソーラー・マキシマム衛星は再び軌道に投入ざ

（

す

さて， このケネテ､ィ宇宙センターで，私たち

はチャレンジャーの打ち上げを目にすることか

５
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つしりはめこむ‘没I汁になってお') ， 中はグ副11て

す｡

J,l士Iナ幸
八L手しプ ノ －o

この成〃Jは字'1if開発に新しい時代を開くもの

といわれています。 ′j:'IIi空間を|口|りつづける衛

}l!_は，激しい柵度変化や宇宙線なとゞの影群をう

けるため故障か生じやすく , JI<:|EI防総省の調介

では過去20年間に生じた衛堪のトラブ､ルは約2,

500件に達するとされます。 とくに衛)ll_の機能の

多様化や大剛化で放障か生じやす<,NASAに

よると衛早.が3年間正常に動く確率は60%とい

われています。 しかも， ｜孜障の大部分は小さな

トラブ､ルで，簡単なｲ|多理でなおせるケースも多

いそうですから， 今度のチャレンジャーの成功

のもつ意味はilll1りしれないものがあります。

さて，私たちが打上げ、を目にしたチャレンジ

ャーでは．故障衛足の1口]収・修理というドラマ

の影にかくオLて，一般には殆んと、話題にもなり

ませんでしたが， もう一つの注Uすべき試みが

イ丁われております。 これはLDEFと称する隆期

宇翫実験装殻が， チャレンジャーの速'鞘マニユ

ヒレーダーによって'寸－2'111.窄間に放出さオL軌道に

染せられたことです。 このLDEFは，図のよう

に121ni体の筒状をしたもので士之さか9.1メートル，

l商荏4．3メートル｡'j･:耐空間の無車里状態だけで

なく ，激しい湿度変化や宇宙線などによる彩群

を調べやすいよう，表面に8611Mの実験容器をぎ

’
これは肢IF｡Jj5、 6年の唯行か可能で， この|III

何1口lも装i蛍をとりかえることができます。今鹿

は総葹吐か9．7トンで， 米・災・仏・カナダなと÷

97b lflの科,'7冒苦約200人か参"llし， 分野も断|:イ

料, 'j-旦'Iii物fIM学，生物学なと．広純|井Iにﾉ支人でい

るとされます。 これまで､もスカイラブやス･ベー

スラブ､なと．による宇宙実験が行われてきました

が，何れも郷期間で|口I収されており，今鹿のチ

ャレンジャーによるLDEFの打lllLで， ′j餐宙空

間における任期的な実験か輪めて可能になり，

今後， 字'lii堆地のような永久橘造物の設占 |-には

欠かせないi't東なテータか得られるものと期待さ

れています。今l聖のLDEF第1りは求年211 ,

別のスヘL--スシャ|､ルによって回収されるj謬定です。

いろいろと印象深く話題も多いケネテ．ィ ′i:1ii

センターだったわけですか， もうひとつ印象に

残ったの催， このセンターかフロリダの森林を

含む壇かな' '1然の一部をなし，道路わきで鰐の

姿まで､兄られたことで､す。聞く所によると， こ

のセンター周辺は米lfl打数のilⅡ"爪地'術で郷生唯

物保I蔭区になっているようです｡ハクトウ鷲，

ペリカン， カモ，野う÷夕，鯲なと、野生の動物か

騏窟だとのことで，私たちか道路わきに鰐の姿

口

）

■’

SHU1Mq名q咀覗MI55IONlaROld旧呂

）

チャレンジャーはｲJち’ -げ報H， 農期宇宙'兵験施‘没LDEFを軌道

に乗せた。収lのような隆さ9． 1メ トル↑ lfIif4.3メ トルの12向
体で， 裏由1には86個”各穐実験容器かつまっており， 中は空洞で

ある．新材料，宇宙物理↓､挨， 生物¥冒なと｡Iゑい分野の研究がｲ『われ
9"lEIの科学肴か参加している｡ 'i :宙農地の樫1没には欠かせぬ！‘t
萌なデータか期待される．来年2Hスペ スシャトルで[同]収され

るまで'F宙軌道を周遊する。

6
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を兄かけたのも当然なわけです。

H本では想像もで､きない自然環境で鋳まし叩

|股りです。 ところがこの里j'生動物か時にはシャ

|、ルにとってﾘ輿捕の神になっているということ

ですから， 令〈心外な1ｲﾊでした。 という”は，

紺!渋のシャトル満陸川の洲走路に， 寒い季節に

なると鰐や野う’夕かll lｲﾘポ､ゾコで12そくってい

ることか-あI) ， 時速約350キロで梢陸するシャ

I、ルにと＝ﾉて、 もし衝突でもしたら大変なこと

になりかねない， というのです。 もちろん1劃り

にフェンスか雌りめく’らしてあるものの． どこ

からともなく 〈 くﾞり抜けてくるようで，科'7:の

粋を染めたシャ|､ルに怠外な人敵とNASAも蝋

を抱えているといわれます。

ラングレー研究センター -- --- - - ‐

NASA以前からの

宇宙・航空工学研究の実績を蓄積

篭

灘
癖（

☆4H9 1 1 ． ラングレ 研'先センターを!i嘘Lる･ ここでは,j宙$1t窄
めみでなく航''鵲［‘.；匡鈴堆礎実験がｲjかれる“ ’よ大な敬地にはスケ

ールグ)人きな･ '災'職弛1没か､1tぷ。 ′ﾉﾉﾆ典は16フィ ｜の超i,,: ,i虫鋤風11【il

だか、池物やljijに､lt_j: I' l"! # !と比べて伽ｲ,ﾘに’ 1:大かがわかる。

開発を皮切りに， 1，1<から字'lifi荊発にかかわり，

ノj椅陸グ)アポロ!汁[由jでは重要な役割を果したと

いｵﾌれます。現ｲf, 43の風il1実験施設を有して

航空機の改'汁|荊発の11t歳なデータ作成に当る外、

前にチャレンジャーの打上げでふれた長期'j-:宙

実験装祇LDEFの〃f究|刑発もここで行われてい

るといわれます。

ここの兄学荷用のラングレー・ビシーター．セ

ンターは， これまでの有人宇宙飛行の足ど'）を

たと、るいろんな実物や椹砺ﾘか展示ざれ大変参号

になりましたが、機体かオール樹脂製の樫飛行

機の展ﾝJ:されているのか目につきました。係員

の脱'りlによると，現ｲ'さはグラスファイバーか使

用されているか，今後は炭素繊維とエボキン等

の使jMで複合材料か多くなり， 金属か少<なる

とのことでした。そんな話を聞いているうちに．

☆衡撃実験装置で高さ250ﾌｨｰﾄの肛大な構造物｡アポロの)l IAl
精陸と搭乗“'i袖.唯ｲj l:の向jl神用につくられたもので， アポロの
jj面肴除時の堆礎テ" 夕かえられた｡ ここでの衝撃テストは、木
末の航'襲機の構迭や乗客の保!i豊にi↓l頑な役割を果すものと期待さ
オLている。

以前,NASAか航空機の複合材料の試験と実用

化とを進めているという話を耳~にしたのを思い

出し，そのNASAというのはラグレー研究セン

ターだったのかと思いあたりました。

ここ数年米，航空機における金属に代る複合

材料使用か急激に高まっていますか，航空機構

造物の複合材料に関しNASAランク、レーとボー

イング社から研究開発の必要|生か主張され出し

4)19日， ケネディ ′j-2宙センターでの感激も

さめやらぬまま, ノく一ジニア州ﾉ､ﾝブトンにあ

るランク．レー研究センターを訪れる。ここの歴

史はNASAの前身NACAの創立時代にまで､遡

り， アメリカの航空I学に関する研究では貴重

な実絨を抱えているといわれます。NASAへ移

特後， 1960年の気球妬'』実験用通信衛雌エコーの

（
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アホロ鉤’ 1柵ifi土アメリカは勿

柑'11界を11術きせた二とを思い

おこｵ。 ，i:'liiむめ〈" リ l ｝を’ ’ 1際

したイi峠州｝は物‘ ;わぬ、 未知幻

IH:界ソ)!弧! ；渦-で")る。

＝過密 . ･･ ･ ‘‘■、 , 墨r一品贈ざ品 ,二

．識唾翰弾

：L:2:日 日:｡
iL2:ﾆﾆﾆ ;ﾆﾆ

駕蝉

3 ℃…鼠…､ ？■
藻:イ

鍵鯨難戦

＃i

h¥11#: ＃

蕊1%：

N

L4

索甥議灘聯罫騨脹唾郷一脾咋癖一癖狸辨圭醒娠》劃脾》

途通

藍
艘
蹴

）
＃ 奥『オール棚1両製鋤糀唯ｲ1機． ラン

グし一は肌'')号機”次代グ)材料と

いｵ)ｵLる炭巣繊細腰介村料使llj

の州'先て．はi｜い、な役'Iifllを股して

いる、

淵

杵

篭

…*
『』

牛謁

蕊畿溌識§鍵蕊

☆兇'､ff111に作られたランクし‐…・ビシ．タ ･センターにはイ1人'1

ィJグ)こォLまて"グ) )Lと≠りを． ,]〈す杵抑”装悩や松川iﾘか腱,（され~‘

係i”)糸|ﾉ､lで解!i兇を聞きながら腱,j《 ,1,',を兇て辿り ， 改ダ)-ごア

ヵの'i:'1i 1． |淵1発ゾ) IfA史i二‘'と1.いをはせる

か

廷

ｇ

Ⅱ
１
プ
。
１

１
１

Ｊ

'"蛍は10～15%節減で､きるとされていました。

やがてNASAは航''授機エネノしギー効率！泙価計

|由I (ACFE)をスター|、させ， ボーイング， ロッ

キード， ダグラスの3大メーカーか， このAC

FE!汁lli'iの契約をNASAと結び， 氏間機におけ

る懐合材料の仙用が本格的に進められるので､す（

NASAにいろいろ報i',贄か寄せられているようで

すか， そ〃)－1"|jを， とくにねじと間j里したケー

スであけると． ロッキードのL-1011( トライス

ター）の補助翼に関する5年間のテスト結果か

あります。補助翼のアルミ製と襖介材料製とを

比較すると， 頓量か139.91bから107．41bに伽k少

襖合材料の使用比率は5．8Qfﾌから61.99わに蛸加，

リブグ)数が18本から10本にil,ik少, i¥|j 11,11の数か398

ｲ|ﾉilから2051IMにil,ik少． ね上の使川本数か5,2531I/il

から2.57411ルー半減，これらに伴って里駄が32．5

蕊蕊
蝿鯉

: 『蕊

鐸溌
罵驚霞

篝蕊蕊
i祷蕊蕊獄蕊鱈轍『『 ‘ 鍵
％ないし23．2％の肖|ji'1iIということにな-ﾉていま

一杉

9o

何れにせよ．現在航空機製造における大きな

課題となっている複合材料使用に|判するブロシ

ーェクトや'災験か， このラングレー州'先センタ

でｲ丁われていることを雌1認できたことは， 少く

とも私にとっては一つの成果でした。

）

たのは1960年代からで， とくにオイルンョ ”ノク

による燃料価絡の向騰か一段とそのはずみをつ

けることになりました。 』'1時のNASAのう､ロジ

エクトによる兇通しでは， 複合材料の利用で機

体里馳は20～30%肖ll減され， それに伴い燃料梢

8
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スミソニアン博物館
f

：宇宙航空の

足どりを辿る由緒ある展示の数々

4)jlO[1 , ワシントンに飛んでスミ 、ノニアン

博物館を兄'γ:曇 」卜:式には|flifﾉｰ'す:宙航空博物館で

すか，主宰か有名なスミ 、ノニアン協会である所

から通称で通っているようです。 このスミ 、ノニ

アン協会というのは， 今を上る約140年も前の

1846年に， イギリスの化'､』た 。鉱物'7冒者ジェーム

ス．スミッス､ノンのj堂とによ＝ﾉて,｢1も衆のあい

二屯

（

スヘ スシャトルの描造の肘|: |AI図をみると， 爪に1 1人な*i1,密機械

ｿ)感を深くする， スヘースシャ1， ノしの推巡ﾉﾉはオーーヒタに装備さ

れた3jt喋幻メーン ・エンン←ンである。 ニオLL2本のロケ"ノ トブ

スタ かシャI、 ノしオ,入試圏へ唯;ますめである、

☆アホロ‘郡1着 報6は一兇 す-るとｲﾛIとも!:1 ‘ ､碓な機械グ〕お化け。アホ
pだけて"なく イ1.ﾉ、唯ｲjにはトライハ やレンチ， ド|刺|多11}ぬねじは

欠か せない。アホロのl l Im初椅陸グ)放映かi,fだけて･映像な'ｰだっ

たのiまテレビカメラ鋤放陣を修理するドライバ かね巳を,忠ｫLた IitLか

好■ ■
蕊

溌
誉

弾

I

轡 鈴

謬蝿割 蕊

（ 澱

鷺
1 認

＃』 凸

55 ;

禁鐸##…世

だに知識の蛸進と普ﾉ史を図るため」ワシン｜、ン

に!没立された特味'7:術機僕1-で､す-．総敗として歴

代の介衆|上1人統1頂か枕征する準政府機関で， 各

繩研究洲侮描動のほか博物館， ｜､xI耆館，動物l"1,

美術館の創致をはじめとして展ﾝJﾐ，鐡演， 出版，

式

灘

4．4 1110H， イ1.名なスミ 、ノニアン畔物館を‘iﾉﾉﾉLf

｣<｣'i :,,li航''筈のI縦史を一朝てきる尚唄な黄料館。

コロンビアの椣叶j 』 (よ．傍ら'二､l':つ人間と比べ

て1 1を象｛よらせらオ Lる。 ニカ1 1:人な↑帥進物が｣

、アメリカグ)$'1′')3機

へ ズシ式・ '、ル.

rそ”i ]:大きに改ダ）

耐を|！,『}遊寸 るとは／

|育報提供なとゞl陥広い公共活動をｲ丁っています

その後， スミ ､ノニアン協会の実質的貴征者だ

9
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ロッキード・ ミサイル＆スペース社一串職癖ﾆﾆﾆ :::
『5 ｼﾆﾆ: L ﾆ

ﾆﾐ ﾆﾆﾆﾆ 2二日』露

診溌鍾蒋シ

蕊蕊§

難口繍宇宙船の

耐熱タイルの開発と生産に大きな役割

…

慰靜
密

蝿．

¥蕊塞
》
却
一
勢
》
》
》
疑
一
鋤
鍛
》
》
司
一
》

騨
群
群
浄
器
篭
欝
零
號
織
神
篭
翠
承
跡

窪

農＆
ﾛ 『 ﾆﾆ ﾆ

蕊
41112LI , FLiにリ｜き〕里してサンフランシスコ

郊外， サンノセ．にロッキード ・ ミサイル＆スハく

－ス社のT場を‘坊問。航空機で有名なロ“ノキー

ドのグ､ループで､， ミサイルと'す:宙関係の事業の

中でも， スペースシャトルのオービタ (*ii州什）

に使用きオLるml熱タイルの朱唯で有桷です。

スヘと一スシャトルは， 大気圏に突入あるいは

岬突入する時に， 人臥二の摩擦熱を生じます。 と

くに帰逮時には， 卜'｣､速約7キロで大鉱陸lに+り突

入し， その時の;品度は1400℃以上に途します。

オービタの中の乗細貝をこの熱から守る， とい

う問浬はス･へミースシャトル計1由Iの蚊大の雌|封の

－つだったといわれます。そのためオービタに

は30，757枚のII'l熱タイルの外特殊なⅢl熱材か使

われています。 しかもこれらl耐熱材は高温にl耐

えるだけでな< , 1fLI;i;jにさらされても変化せず．

100uの飛行にⅢlえ、絶絨体であることなどいく

つかの条件をみたさなくてはなりません。

こうして開発されたのかロ､ソキード社のII､i熱

タイルLI 900とLI-2200で,何れも原材料は，

非粘〃,の純度99．7％というシリカ繊雑で､す。 こ

（

！
Lb”

f く． ’ ℃

啄心弓｡､

q ﾆ ﾆ

:聴漉祷蝉 鐙鱗蕊漁溌蕊鍵蕊
蝿
蕊
》

’ 一寸………LL盈忌

ラブの検1W｣。斌淵鋤モシ．ユーールと′ 、し ‐， 卜から描成さオI

ま染貝鋤科'､f:計が‘ﾒﾐ験をイIい′、し”， 卜 iこは各神の'炎験洪

つけらオLている。 これかシャl､ル”臓物室に備えつけら

ネルを通ってシヤ|､ル本体に|'|山に出入りできる。

☆スヘミ

ノ ． , ﾛ ， , a ･

〆(‘品･ -籠

置か燗

オL･ 卜

☆4 I jl2H， ロッキ ド・ ミサイ！L＆スヘス社を'i力れて'''1熱しシガ釣

'l;_"11t態を兇学。オ ヒタ （字'lil.+Wi l には約3〃枚の|Ⅲ熱レンガかMII1
りっiナられる。 、｣一法もl早さも 枚一枚全部途うので貼りつけ’)作
誰も人斐である。が、 これか'ﾉﾋ企てないとオ ビタは燃えつきる／

れらは使用1lhi'11によって尚hWIIと低柵用にうj､jL,

高細川はRCGと称する特味なコーティングかさ

れますか， これにより人気|を|突入時の熱の90Qtう

を!又射し， 残り10％を|吸収し雄高350℃までし

か上らない， という ‘塊|ｻlでした。工場に案内さ

れてlil熱タイルの製造工樫を兄学しましたか，

シリカ繊維を水と一緒にミキサーにかけ，透|りI

なう・ラスチックの剛に流してから幾つかの[fIIL

をへてコーティングされるまで､すべて自動化さ

れています。

ここで跨るいたことは約31,000枚のタイルが

1枚1枚大きさも厚ざも令〈違うことです。重

量を押え， タイルの曲線とそのタイルを雌るオ

ービタの表面の輪廓かびったlノ合うように、 ．

たウォルコッ l、事務総長か， アメリカで開花し

た航空技術の発展を図るため各方面を間兇得して

作ったのが，大統領直属の航空諮問委貝会で，

これかその後lKl立航空諮問委員会(NACA) /､

発展， そのNACAかやかてNASAへと発展す

るわけです。

で､すからスミ ､ノニアン博物館は, 'j皇宙航空に

関する由締ある博物館といえます。そんなわけ

て､， ここではアメリカにおける宇耐航空の発腱

の跡をたとゞることができます。初めてjj面着陸

に成功したアポロ11号のjj箱陸船の外， スペー

スシャトル・ コロンビアやスペースラブの椹捌

なと．の外， アポロ月着陸船で使用されたボルト

やドライバーなども展7Jくされていました｡

（

「

'0
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エームズ研究センター

蕊霧 ヘリコプターや

短期目標の航空機の技術に貢献
癖

蕊懲
;"~"

織譲
4月13H, いよいよ雄後の兄'学:コース，エー

ムズ研'先センタ を坊オしる口前u兇学したロツ

キート÷の工場に隣接しノムさ約170ヘクタール・初

めは生命fl-'学, 2j:1Eiif'ﾄ学，惑星探汽機の宇宙突

入時とその後の周辺環境に関する研究を主とし

ていたそうですが，現ｲ'三は航空工学，宇宙科学

生命科学，宇宙テクノロジーの外、郷期n棟の

航空機テクノロジー，ヘリコフ･夕一・テクノロ

ジー， フライト ・シミュレーション，流体力学

なと←の研究開発を}H.当しています．中でもヘリ

コフ･夕一と煙期目標の航空機の技術分野におけ

る貞献か大きいとされています。 とくにセンタ

ーで往日されるのは， かなり前から未来の字W

#|jilj, スペース・ コロニーに関する基礎研究が

進められていることで， 1975年にここで開かれ

たシステム設計の研究会では， スペース・コロ

ニーの構造や区分けなと．か提案されています。

宇宙開発もいよいよ新しい段陪に入りつつある

盛を深くしました~

（
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騨

欝
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溌
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肌

私

部

献

冷

,『･蕊騨
z

護蕊
雷
§☆スヘ スンャトル・ コロンビアへの耐火レンガの貼りつけ作業は

ロ￥，クウエル・ インタ ナショナル社て．行われた。 オービタの表

1mの70QbはI耐熱タイル， 残り30α"は特殊な耐熱糊一 スベ スシャ

！、ルか1 ，鞍飛ぶレンウﾞ といオ)オLる所以である。

ンピューターを使ってタイルを切るといわれま

すか， このためタイルの形， 大きさ，厚さは全

く異り, II7jじものは1枚もないようで，従って

それらをタイルに弁かれたコードナンバーを細

りに張りつけるのは考えるだけでも大迩な作業

てす。何しろバスケ"／ ｜、ボーノし ・コートの2倍

の広さもあるオービタの表面で， しかもタイル

とタイルの間隔は． 0.05センチに抑えなくては

ならないといわれます。

スペースシャトル第1号､のコロンビアの打上

げか予定より2年も遅れたのは， タイル張りに

”-… :ゞ蕊蕊! =1':j蕊錘淨?≦ “ ” ‐‘
L . 』 き､&串．

☆､.i熱タイルの製造T 秘は、純哩99.7りむというンリカ繊維を水と一

縦にミキサ にかけ．透明なフラスチ￥ノクの1Wに流すことから好i

まる、更に水分を除き樅IJi崎l｣をIⅢえ乾'燥さオLて灯iにいれられる。
ニグ)ブロー，クを｣E確な大きさに切りコーテメングされる、 ’ '1動的
だか粘密な正砕。

時間かかかったと月ijに聞いたことがありますが，

'向己(むく）なるかなと感じました。 スー､く－スンャ

トルか． ’空唯ぶﾚﾝヴ｣ といｵ>れ， そのタイル

がどんな役割を果しているか， ロ‘ソキードの 1

場兇' :で思いを新たにしました。なお， ロ‘ソキ

ードでは，従米のli(l･熱タイルの外に,NASAと

協力してより性能の高いFRCIと称するタイル

の製造もｲ,jzっているようです｡

（
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訓叢＝ｼ"‘‘…‘蓋阿と"､…-ピ，

｜熱鰯雛識蕊錨
｜ 穂の積載物をつむペイロード・ベイは中央部にあ
る。長さ37.24メートル，高さ17.25メートル，翼
幅23.79メートル，重量75トン。鼓大29.5トンの物
量を370キロメートルの宇宙に運べる。使用される
ねじも数十万本に及ぶ。

,スペースシャトルとねじ----------------------___‐

爆発式止め具は

切離しの外シャトル上の衛星放出用に

VERTICAL

STABILIZER

蜜■凪買 AFT

淵wFAo1

ぐ藍
『釣

罰菖：
l

耳

鰯
蟇弓言種

以上， 2週間にわたるNASAの各施設をスケ

ジュールに追われながら見学した， ごくあらま

しの報告です力罫，実は私は， 出発前自分の仕事

の関係もあって， とくにスペースシャトルにお

けるねじや締結の問題を調べてみたいと思って

おりました。残念ながらその点は思うようには

いきませんでしたので， いろいろ気づいた点を

断片的ながら一応ふれておくに止めます。

スペースシャトルの中心はいう迄もなくオー

ビタ（宇宙船）です。 コロンビアの場合でみる

と全長37メートル余，高さ17メートル余，重量

75トンで， 49基のエンジンと23本のアンテナ，

5台のコンピュータその他を備えたいわば精密

機械で，形はDC-9型とほぼ同じ大きさです。

オービタは大きくいって， コックピットと乗組

員の居住室のある最前部， 中央の胴体部分で貨

物を乗せるペイロードベイ，胴体の後方部分，

主翼， それと垂直尾翼， と5つの部分に分れま

す。航空機に近い形ですから組立てに雁大なね

じが使用されているわけで，少くとも50万本と

もいわれます。かつてのサターンVロケ､ソトの

〆

’ PAYLOA⑪

BAYDOORS

ベイロート ヘイ ・ トア く我

-

｜

灘崎1

〆

WING

■
孑々名

議’ ／びく

湯

第1段だけで25万本以上とされますから， スペ

ースシャトルとなるとその倍は下らないかもし

れません。

最前部では無数にある渠(はり）はアルミ合金

で， それに特殊加工された硬質アルミ合金の板

がリベ､ソト打ちされています。 ノぐネルは8～13

センチの間隔に湾曲したものや平らな張板がリ

ベ､ソト打ちされたもので， フレームはこの′母ネ

ルにリベ､ソトで固定されています。骨格と骨格

の間隔は約76センチから約91センチで，前方の

隔盤は平らなアルミ板でリベットとボルトで固

定されています。又主翼をみると， アルミ合金

のリブ、と縦渠， それに渠受け縦材等で､骨組が構

成され，外側は′､ニカム・ ノぐネル， その上をア

ルミ板でカバーしリベ､ソトで止めています。三

角翼の広がる中央部分も構造は大体同じで､リベ

ット打ちされています。

これらはほんの数例ですが， スペースシャト

ルは反覆使用されることになっているだけに，

部分的な解体修理，組立てが必要になるわけで

組立てにはボルトやリベ､ソト類が雁大に使用さ

れていることは当然予想されます。材質もジェ

､ソト機などの例でも分るように，軽量化，耐食

性，耐疲労性などを考慮にいれると， チタン合

金製がかなりの比重を占めるのではないかとも

考えられます。

ただスペースシャトルの場合，組立用もさる

ことながら， ロケ､ソトブースターや燃料タンク

の切離しを始めとする各種の切離しにボルト ．

ナットがきわめて重要な役割をしめることは，

く
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ておきます。

ス/-､こ－スンャI、 ノしは前にもふれたように， 中

，L,のオービタ （辰さ37メートル， ：世翼IIM24メー

トル, 頭さ75ﾄﾝ)の外に外部燃料タンク (f&

ぎ47メートル， 1向徒8．7メートル）と2雄のI古1体

燃料ロケ､ソ トブースター（推力各11，790キロニ

ュートン）から構成されます。発射前， これら

のロケ､ソ トブースターと外部燃料タンクは前後

2カ所で発射台に取付け問定されます。 この取

付けボルトは爆発式ジョイントで,長さが66．98

センチ, r':径8.76センチの鋼製のもので， いろ

んな部尚占や爆発物で複稚な構造をしています。

火星探介にｲ丁った無人宇宙船バイキングのオー

ビターと着陸船にもこれと同じ締め具か使用さ

れているようです． この‘!‘吋火でシャトルか発射

台から切離されて上昇するわけですが，打上げ

後， ロケットフ、－スターの推力か減退すると推

力センサーが圧力の減退を察知して，電気的に

分離用爆発ボルトにロケ‘ソトブースター／燃料
勺

タンク分離の指示を,IHします。はじめに前部ス

カートにある止め具が爆発し分離した後，後部

スカートにある止め具も同様にして切離されま

す画 ロケ､ソ トブースターが切離されて止昇をつ

づけるシャトルは， メーンエンジンか飛行後停

止してから約10秒から15秒以内に． オービター

衛

（

☆組立ての例。 1．はオ ビタ 中央部と縫部を組立てている1 ,h

は翼の糸'1,1にて作業である。オービタ 中央部はベイロード ・
で各椰祇1散物が積みこまれる。何れもその組なてにはリベッ

'i｣,L,に、 ボルト .＋､｡， I､が大きな役1判を果たす。

1

ペイ

ト＊

☆スヘスシャトルは各押グ)実l職用4は観｛1 111 1WﾉR I"] 111を横みこみ，
′j柚.軌迩で收,‘|Iする役もする。その岐出ﾉﾉ法”一つにスピン安定
ノJ火かあり， 衛1'l&･ l' 1 l !抵させ爆発式'1カ余を聯発させて肢! ' Iする。
こめ2 1 ］”チヘ→レンジャーも二釣ﾉﾉ法で術)llをイJち出した．

から外部燃料タンクを切離しますか， この時も曝

発ボルトの‘驍発によります。また先に切離された

ロケットブ､一スターのﾉ､ラシュートによる藩「，

l['1収でも爆発ボノしトか大きな投荊を果します。

この外に， スベースシャ|､ルに積みこんだ人

工衛星を宇宙空間で放出して軌道に乗せる際に

も爆発式のボルト又は止め具が利用されるよう

です。人工衛星をシャトルから放出するのには，

私たちかケネテ．ィ宇宙センターで､打上げを目撃

したチャレンジャー号が, 1qj収修理した太'場活

動観測衛星ソーラー・マキシマムを再び軌道に

放出した時にｲ丁った遠隔マニュピレータによる

方法の外に， スピン安定方式(SSUS) とガス・

ジェット安定方式(IUS) という方法かあり．

（

(シグマ>NO.38の「スンペー

も御紹介した通りです”

スンヤトルとねじ」て

多少竜復しますかふれ

'3
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杵迪前者スピン安定方式を利用するようで､す。

これは， オービターヒにスビンテーフゞルという

L'1転I;iを取り付け， その上に術)I!_と組み合わせ

たSSUSを染せる。スビンテーブルを予め決め

られた方liﾘにi頃け， スビンア､ソブをイ｣きい卜分な

D'I転速度が得られた所で, SSUSとスビンテー

フ．ルを切')離し衛星を放lIIするのですか， この

時の切離しに爆発式止め具か利燗されます。例

えは､， この2月に打ち上げられたチャレンジャ

ー号は米国やインドネシアの迪循衛泓を荷物室

から打出していますか， その際に， 荷物察にす

えつけられた衛星をこまのように毎分151DI転の

速さで､ |□1極させた後， 止め金を'曝発させると衛

堪はバネの力ではじきH1され，紗速90センチで

チャレンジャーから遠ざかっていったといわれ

ます。但し， この放出は結吋失敗，打出された

人工衛星は行ﾉﾌ不明になり 「字1iiの迷い寸垂-」 と

いわれて『活題にな'）ましたか， それはともかく ，

ここでも爆発式ボルトか利用されています。

史にねじに関連したi活題では， スペースシャ

｜､ルのねじ締付け実験です。無重力状態におけ

るねじ楴付けについては，今から20数年も前に

シュミレ ション施設を利用して各柿のテスト

を行っていることについては， 「ねじの常識」

（岩H1勢吉符)1968年版で写真入りで紹介したこ

とがあ'）ますか， スベースシャ｜、ルによる'夫1職

では昨年4)1打ちl･_げ､られたチャレンジャーか

荷物室でテストをイrっており， この2川打上げ

のチャレンジャーでは命糸li'1なしの字'lii遊i水で締

付･けの実験をイjつたともいわれております。無

重力状態で､の締付けのコツを覚えさせるのか．ﾘⅡ

いともされていますが， この洋糸Ⅲについては分

ってお'）ません。何れにせよ, 'j:', iiにおけるね

じ締付け実験は，宇宙基地建設を目標としたも

のと思われ， きわめて注目されます。

新段階に入った宇宙開発 -- ----

）

☆'1:'|ii),鳴地惟設にはいろんなル式が描想さオLているか、 ｜xlはNASA

の'i-浦雌地描想図の一つ、岐近'i: '11j,堆地挫孜か,省､速仁クローーズア

“7ざれ-7〉メ 1力はH本姑め各| '匙|に協力を呼びかけている。 ′ﾅ:',ｷｨ

開発技i，|‘I鋤､‘1局ちおくれ[[11便グ)チィンズと ’ 1本も栄り菰、

したものに，電渦1となる太陽'ﾄ萢池ハネルか大き

く刈をI上くげた形になるようです｡そして'j匡'11,.X

験窓では， スーパー合金や制がん剤なと．の新薬

など地上で作れない新字耐産業か期待されてい

ます。その蚊初の構想だけでNASAの樅定では

総郡I約80億ドル（約2兆円）かかるといわれ，

日本や欧'川を含めた|玉|際プロジェクトにしたい

患If'jともいわオしております。

この'i:W）,L地は艮体的にと．んなものか， はっ

き’）しませんが, NASAのジョン､ノン'j:1iiセン

ターか1''心で検!;ケされてきたスペース・オーベレ

ーンョン ・センター!; IF'iかとも思われます。 こ

オLによると， これはコア要素とモジュール要素

各国協力てﾞ

恒久的有人宇宙基地建設は目前

宇宙開発は新しい段階に入ったといわれます。

アメリカは'1面久的有人宇宙堆地建設計画に本格

的に乗り出すといわオL,NASAの構想によると，

第1号は1割更約400キロの地球周1ｺl軌道上に建

設される予定とざオLます･具体的には， スペー

スシャトルの荷物案(Lとき18メー|、ル，巾f絲り4．5

メートル）内に収まる円筒形モジュールとl呼ば

れる構造物をいくつもつなげるだけで． 当初の

形状は，常時6人から8人か生椚できる 「居惟

棟｣， 食縄や水， 燃料などを薪える 「補給棟｣ゥ

観加l1や実験を｡行う 「実験棟」なと．をドッキンク．

）
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とから構成され，前者は発電装置，誘導制御装

置， 姿勢安定装置，ガス・ジェ､ソト装置，通信

装置など，共通な支援機器を収納。後者は生命

維持装置が取り付けられたもので，居住用，補

給用，飛行支援用，建設用など，用途別に各種

のものが作られ組み合わされて使用されます。

これらを宇宙に打上げて組み合せ， 出来上った

ものが図の構想図です。

ただ先端技術すべてがそうであるように， ス

ペースシャトルによる宇宙開発も両刃（もろは）

の剣(やいば)で，平和的に利用されると人類に

無限の価値をもたらす反面，軍事的に悪用され

ると人類の破滅にもなりかねない。その点を頭

におきながら，今後の宇宙開発計画を見守って

いきたいと思います。 2週間にわたるNASA見

学は，若輩の私にさまざまの教訓を与えてくれ

ましたが，私にとっては終生忘れることのでき

ない2週間になりそうです。末筆ながら，今回

御同行戴き何かと御指導を賜わった視察団の団

長ソニー㈱中渋部長始め，団員の皆様に心から

感謝を申し上げます。

く

r宇宙こぼれ話一一一一一一一一一一一'一－'－－，－－－－－－－－－－－－－－－－－－－'一一'－－－，－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一句

小ものになると到底追跡不可能で， 2年程前に のようだが，一寸したことが原因も少なくな ’

l 宇宙のゴﾐ掃除とｺﾝピｭｰﾀｰ 国連宇宙開発平和利用会議がまとめた報告では いと､､う｡昨年秋飛んだ.｡ﾝビｱは着陸寸’
約5,000個と､、う｡所が,これら大小あわせた雁 前にｺﾝピｭｰﾀｰ2台が故障して着陸が約’

1 宇宙には雁大な数のゴミが浮遊している。 大な．、ミは，小さなものでも秒速数十キロのス 8時間遅れて大騒ぎになったが，後で調べて 1

1 といっても塵や芥の類ではない。宇宙飛行物 ビードで飛んでいるので，大気圏に再突入した みると長さ1ミリにも足らぬハンダの小片が1

1体とそれにまつわるゴﾐである｡小は飛行物 ら危険この上もないし,場合によ・ては溶けた 回路をｼｰｰﾄきせたことが分-たという。 ｜
|体から離れたボﾙﾄ ﾅ"ﾄから大は使い古 ﾅﾄﾘｳﾑやｽﾄ･ﾝﾁｳﾑが蒸気とな､て電 つま'ﾙ､ﾝダのゴﾐが犯人だ｡たわけだ｡そ ｜
| しの衛星まで,合わせると】万個をこすので 離層に悪影響を及ぼす可能性もあると‘､う,文 ラ，､えば｡ﾝビｱに積んだzペ－zﾗブで’
1 はないかといわれる。今年2月，北米防空司 字通り宇宙汚染で国連も宇宙掃除の緊急性を訴 日本の人工オーロラ実験が失敗したのも，紛I

|令部が調べた所によると,宇宙の飛行物体は えている｡ ‘月に打上げられたﾁ兼ﾚﾝジｬｰ れこんだゴﾐみたいなﾅ"卜によるｼｮｰﾄ ‘I

| ’月20日現在で5,173個｡ うち3,785個は使い で故障した太陽活動衛星ｿｰﾗｰﾏｷｼﾏﾑ が原因だ｡た｡精密になればなるほど, ゴミ ｜
|古しの衛星や｡ケ'卜の燃えかすなどの粗大 を回収,修理して再放出に成功したのは, ゴミ を甘くみているととんでもないことにな''か ’
1 コ、ミだという。この2月打上げられたスペー の再生で画期的なものであったが，今後ますま ねない。宇宙飛行の安全のためにも大気圏の j

I スシャトル・チャレンジャーが，積荷の2つ す宇宙のゴミ掃除が必要になりそうだ。 ゴミ掃除と，機器の内部のゴミ拾いが欠かせI

| の通信衛星をｼ雫ﾄﾙから打出すのに失敗， 所で宇宙船の,ﾝピｭｰﾀｰの果す役割は大 ない, と‘､う話。
|行方不明になり話題とな･たが｡ 二れなど最 変なものだが｡意外とこのﾝピｭｰﾀｰの故 ，
I新の粗大ゴミである。ボルト ・ナットなどの 障が多いのも事実らしい。その原因はさまざま I

I
L－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一堂一一J

く
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」
れている H 今U lﾘjH をテーマに， 山独の近代的産

ｸ)感激も 業を各分野にわたって紹介したもので大変な人

を訪ねた。 川だったが, その目十_のひとつがスベースラブ。

マニ一昨 これは筆者かマーンャル飛行センターで､見たも

…

のの予備機で， ノJ一の放障なと､に備えて製造さ

れたものであるが， 当然ネジ1本に至るまで｢本

物」 と全く |'1じである。 ’ '1nIに中に人って兄'7ゞ

できるのでひっきりなしグ)イ｣.-"l1である。

・拙造は3つの部分からI戊っている。⑩II'1ｲ活が

4．06メートル， 1とざか3メーI、ルめI'I術形キャ

ビン(Hh宗)。 灸(密か保たれる! | 'て､2人ないし4

人の寺| 1 11'永が地'三と|口1じょうに笈＃胸できるよ-)

になっている。②U'了ﾆﾉ(ﾘに{ -.部が開いたステー

ンョン。機材の荷台であるとともに，字'lijク陛間

にI『[接さらされての実験の場所ともなる‘， スペ

ースシャトルには蚊大5基(還さは計16．23メ

トル） まで枕みこめる。③無人実験用の気密の

| !｣筒宅。 スペースシャトルの操縦察からl]動的

に衿理，操作される。

！''へ入り砿1mに取')つけた‘汁器伽にかこまれ

なか･ら，昨年11川未コロンビアに〃)って打ち上

げられ字',甘空|間lを1口1つたスベースラフ．とその1|】

で実‘験をつつける搭乗風の姿を想像していささ

か1-|1笛。

このスベースラブ､は肱‘1｜| ､| ,j-:宙機IM1 (ESA)の

開発したもので， そのブロジェク|､チームの! ' ！

心となり紺､+えてもしたのは西独うゞレーメンのE

RNO･ラウムファール|、 .テヒニーク社である．

塊ｲ川jij社ではスヘと－スラブゞ11号を製作! | 1で近々

申

司
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．
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ドイツ博'84 第2号も年内に完成打上げ
僻トイッ連邦共和国博覧会

4月23日～5月6日東京･晴海

ドイ､ソ博'84にスベースラブか展示きれている H 今U lﾘjH をテーマに， 山独（

と聞いて， 2週間にわたるNASA見'羊の感激も 業を各分野にわたって紹介したもの‐

さめやらぬ5)14日， 東京II間海の会場を訪ねた。 川だったが， その目十のひとつがス＝

ドイ､ソ博'84は， 「メード ・ イン・ジャマニ一昨 これは筆者かマーンャル飛行センター

）

ドイ､ソ博のﾉ、菰の一つは何

といってもスヘスラブ。

仇州宇'11J機関釣!没計だか中

L,は西ドイツで， 製造に当

っためも西卜ゞイ ､ソ企業なの

で，腱j]そ!泊め'' 1でも大'変な

ﾉ』ぬ入れ様。嵯示されたの

ま実際に打ちLげたも”鋼
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1 』 ′|雨』．

身の軌道制御ロケ､ソトを噴射して約500キロの

軌道へ乗る。地上からの指令で無重量状態を利

用したさまざまの実‘験を半年以卜にわたり行入

終ると，再び制御ロケットをふかして約300キ

ロまで降下，別のシャトルで地上に持ち帰る，

という手順である。

「ユーレカ」1号機は'87年10月に打上げられ,88

年6月に1口]収。実験は材料科学， たんぱく質結

晶学，杣物学及び大体生物学の4分野にわたる

といわれる。

文字通り，宇宙開発時代に入ったという感じ

がひしひしと身にせまる｡ （稚）
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☆スペスラブは西ドイヅの主導だが，欧ｸ‘|､|各lKIもこれに協力した‘
費用の分ｲ11の外に，技術面でもキャビンの外面はイギリス， コン
ピュ ターのハートゞウエアはイタリア， ソフトウエアはテ.ンマー

クが受けもった。 この協力かスベースラブの成功につながったも

ので，欧'j‘|‘|宇宙機構て･は'87年を目標に，飛行のできる宇宙プラッ

トホム「ユレカ，の建造を‘|画。

☆スベースラーブのモジュール内部。気密が保たれて， 2人から4人

の科'1抜者が地上と何じょうに実験できるようになっている。昨年

11月のコロンビアによる初飛行では， 4名の'j2宙飛行tの外にア

メリカと西ﾄ"イヅの科学者が乗りこみ， 11月28日から12月8日ま

で'ﾅ?宙を飛んで各神の実験を行った．第2号は現f|組､XI1'、

（ ）

－里 生

に光成,NASAに送られて年内にも宇宙にむけ

て発射される‘予定といわれる。同社では'87年を

目標に再使用可能で､F1ら |遇行できる小ﾅW』の無人

宇宙科学フ・ラットホーム「ユーーレカ」の建造も

計画している。 これはスペースラブの14トンに

比較して3．5トンという軽量小型の実‘験室で,シ

ャトルで高度約300キロの軌道まで運び，遠隔操

作アームで宇宙に投入。あとは「ユーレカ」 自
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